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はじめに
ニュージーランドは南太平洋の島国で豊富な

観光資源を有し世界中から多くの観光客が訪れ

る。観光の中心である南島は、氷河を抱くマウン

トクックをはじめミルフォードサウンドなどの

フィヨルド国立公園やエイベル・タスマン国立公

園、北島はマオリの聖地であるルアぺフ山がある

トンガリロ国立公園やワイトモ洞窟、国内最大の

湖であるタウポ湖などがある。年間を通じて温暖

な気候と豊かな自然環境の中でスポーツ活動も盛

んで、スポーツと観光の関係も深い。夏はノース

ランドやエイベル・タスマン国立公園などでのマ

リンスポーツやミルフォードサウンドやマウント

クックなどでのトレッキング、冬場はマウント

ハットやクイーンズタウンでのスキーなどのアク

ティビティも盛んである。またニュージーランド

では、ラグビーワールドカップやクリケットワー

ルドカップなど多くのスポーツイベントが開催さ

れている（Higham & Hall 2003、西尾 2018）。
ニュージーランドは人口わずか 494万人の小国

であるが、年間 388万人以上（うち観光主目的が
200万人）がこれらの観光地を訪れる。ニュージー
ランドにおいて観光は、最も大きな輸出産業であ

り、過去 6年で入国者数は 48％上昇し、海外から
の来訪者の消費額は 72％上昇した。ここ 10年で、
好調なグローバル経済の成長、原油価格の低下、

便数の増加などに支えられ長期滞在する観光客も

増加している（Tourism New Zealand 2019）。観光
のプロモーションも戦略的に行われ Tourism New 
Zealand（ニュージーランド観光局）がインバウ
ンドに対するマーケティングを、Regional Tourism 
Organization（地方観光協会）が国内観光のマーケ

ティングを戦略的に行っている。

本研究では、政府および地方の観光およびス

ポーツ団体、イベント運営会社へのヒアリングと

資料文献から、ニュージーランド政府の観光戦略

と地方におけるスポーツイベントを活用した観光

政策とレガシーについて考える。

ニュージーランドの観光とインバウンド戦略
ニュージーランドのインバウンド観光をプロ

モーションする Tourism New Zealandは、2つの国
内オフィス（首都ウェリントン、オークランド）

と 14の海外オフィス（東京、ソウル、北京、上海、
広州、シンガポール、ジャカルタ、シドニー、ニュー

デリー、ムンバイ、ロンドン、ロサンジェルス、

サンパウロ、ブエノスアイレス）がありマーケティ

ング活動を行うにあたって、重点市場を 3つのカ
テゴリーと新興市場に分けている。コア市場①は、

オーストラリア、中国、米国、コア市場②は、英国、

ドイツ、日本、コア市場③は、韓国、シンガポール、

カナダ、マレーシアであり、近年国の経済が急速

に成長している新興市場にインド、インドネシア、

アルゼンチン、ブラジル、フィリピンをあげ戦略

的にマーケティングを展開している。

表 1は、2018年度の戦略市場別観光客数、消費
額を示したものである。観光客数の伸び率は多く

の国で前年比で下げたが、消費額や一人あたり消

費額では、英国以外は伸びを示していることがわ

かる（消費額を年次報告書で公表しているのはコ

ア①②のみ）。ニュージーランドのインバウンド

の観光政策は、Tourism New Zealandが、4年ごと
の中期計画で戦略の柱を作成し、その戦略に基づ

いてアクションプランを実行していく（Tourism 
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New Zealand 2019）。表 2は 2018–2021年度の 4年
中期計画である。戦略計画として、全体のミッショ

ンである「インバウンド観光によって経済を成長

させる」を達成するために 3つの戦略をたててい
る（Statement of Intent 2017）。
戦略的目標①は、「短期的な成長から長期的な

持続的成長へつなげていくこと」である。現在

のアプローチは、より長く滞在しより多くの消費

さらにオフシーズンやいままでに滞在したことの

ない地域へのプロモーションであり、市場のダイ

バーシティとコントロールできない要因によって

変化する市場に対応することである。戦略的目標

②は、「戦略的な投資として市場とセクターを管

理すること」である。オーストラリア、中国、米国、

英国、日本、ドイツの 6か国すべてをターゲット
にするのが難しいので、戦略を短中長と分け、短

期的には、地域や季節での分散や再訪を促進、中

期的には、高付加価値のあるデスティネーション

の開拓、長期的には航空便就航のため 50,000人を
目標にすることをあげている。戦略目標③「訪問

者とコミュニティーの経験を持続し改善する」で

は、ニュージーランド独自の強みである、長期の

プレミアムデスティネーションであることをブラ

ンドや口コミで伝えてもらうために旅行会社とコ

ラボしニュージーランドの観光の価値を理解し

ているセクターと組んでプロモーションをする

（Statement of Intent 2017）。観光政策担当者が「市
場の分散がニュージーランド観光の持続的な成長

のために重要」と語るように前回の中期戦略目標

から市場セクターの管理に変更を加えている。戦

略的な市場の分散のポイントとして、季節分散、

地域分散、市場ポートフォリオをあげている。

図 1は 2010年 1月から 2018年 12月までの月
次入国者データを示したものである。グラフが示

すように 1年の内でも季節によって入国者数に大
きな違いがある。11月から 2月のハイシーズン

表 1 Tourism NZ のインバウンド戦略的重点市場の国別観光客数と消費額

出典：Annual Report 2018-2019 (Tourism New Zealand 2019)

表 2 Tourism NZ の戦略目標のフレームワーク

出典：Statement of Intent (Tourism New Zealand 2017)
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には海外からも多くの観光客が増加し、気候が寒

く雨が多い 6月から 8月は観光客が減少する。政
策担当者は、「ニュージーランドの観光は、オフ

シーズンとピークシーズンでのツーリスト数の

ギャップがあるのでオフシーズンでの稼働率上昇

が重要」と話すようにピークの夏とオフの冬との

ギャップが大きくこのギャップをうめる戦略が必

要である。地方観光協会イベント担当者は「閑散

期にスポーツイベントを開催することも施策にな

る。例えば 2017年のブリティッシュアイリッシュ
ライオンズツアーなどの大きなイベントがあれば

宿泊施設の稼働率を上げることができる」と話す

ように季節的な分散としてイベントの開催などオ

フシーズンの戦略が重要である。

表 3 地域観光協会別旅行者支出と宿泊数

出典：Summary Report August 2019 (Ministry of Business, Innovation and Employment, 2019)

図 1 ニュージーランドの月別入国者数（2010 年－2018 年）
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ニュージーランド国内観光客の地域分散も戦略

目標のひとつである。いまオーバーツーリズムが

グローバルにも議論されているように有名観光地

に観光客が集中し地域住民との摩擦や環境問題な

ど様々な影響が出てきている。表 3は、ニュージー
ランド国内での国内観光客とインバウンド観光客

の消費額と宿泊日数を示したものである。人気リ

ゾート地のあるタウランガやクイーンズタウン、

クライストチャーチやウェリントンなどの大都市

とそれ以外の地域との格差が大きい。近年オー

バーツーリズムということはよく議論されている

が、観光客が集中する地域からの分散も今後の観

光マーケティングの戦略にとって重要である。
4年間の中期戦略での重点市場の選別もその潜
在性や成長性を分析しながら戦略を立案していく

必要がある。Peers, van Heerde, Dekimpe（2017）は、
ニュージーランドのマーケティング投資データと

入国データを使い、景気サイクル、インフレ率、

原油価格、ダイレクトフライトの数などを変数に

してその効果を分析し効率的なマーケティング投

資について議論した。「今後は潜在的な市場のマ

クロ経済要因などを検討した上でマーケティング

投資を考えていくことが重要になってくる（政府

観光政策担当者）」

表 4は中期戦略目標を達成するために 2018年

度に Tourism NZに投資された費用の内訳である。
国内および海外オフィスでの経費に 2,970万 NZ
ドル（20.79億円）で、マーケティング活動とし
て「① 100％ Pure New Zealandブランドを通じて
の活動」に 3,940万 NZドル（27.58億円）、つい
で「③旅行産業でのマーケティングにおける連携」

に 1,920万 NZドル（13.44憶円）、「④海外での旅
行業者に対する情報伝達と啓蒙」に 1,070万 NZ
ドル（7.49億円）、「②メディア、オピニオンリー
ダー、放送などを通じての活動」に 640万 NZド
ル（4.48億円）、「⑤潜在的旅行者への情報伝達と
啓蒙活動」に 630万 NZドル（4.41億円）、「⑥関
連産業との関係構築」に 170万 NZドル（1.19億円）
投資している（本文では、2019年 11月の為替レー
ト 1NZドル＝ 70円を使用）。
表 5は、Tourism New Zealandが設定した 2018

年度の戦略ターゲットの達成度である。国の雰囲

気やムード作りとニュージーランドのデスティ

ネーションとしてのブランド選好に関しては達成

できなかったが、インバウンド観光収入への寄与

度、地方での消費、オフシーズンでの入国者数と

期待度を上回る経験の 4項目では、目標をクリア
した。地方でのオフシーズンの入国者数は地方へ

の分散、オフシーズンの入国者数は季節分散と

中期的な戦略に対しての目標は達成されている。

表 4 Tourism NZ 戦略プランと費用

出典：Annual Report 2018-2019 (Tourism New Zealand 2019)

表 5 2018 年度のおもな戦略ターゲットの達成

出典：Annual Report 2018-2019 (Tourism New Zealand 2019)
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Dekimpe, Peers, van Heerde（2016）は、ニュージー
ランドの入国者のタイプ別（休暇かビジネスか）

に景気サイクルのどのタイミングで投資をするの

が効率的かを分析した。国際的な観光キャンペー

ンの効率的投資なども十分検討していく必要があ

る。

ニュージーランドの観光とスポーツイベント
ニュージーランドは、オーストラリアと並んで

スポーツが盛んであり多くのスポーツで世界トッ

プレベルである。特にラグビーのニュージーラ

ンド代表チームである「オールブラックス」は、
2019年日本開催のワールドカップでは 3位に終
わったものの 2011年ニュージーランド大会、2015
年イングランド大会と 2連覇している。クリケッ
トは 2015年ワールドカップ準優勝、ヨットの世
界的なレースであり 100年以上の歴史を持つアメ
リカズカップでは米国から 3度タイトルを獲得し
ている。リオ夏季五輪では 18個のメダル（金 4、
銀 9、銅 5）を獲得している。またパラリンピッ
クの人口あたりメダル獲得数が世界一である。こ

のようにスポーツに対する国民の理解や関心も高

くニュージーランド政府は積極的に国際的なス

ポーツイベントを招致しており観光客へのマーケ

ティングとしてうまく活用している。表6はニュー
ジーランドが過去に招致してきたおもなスポーツ

イベントの一覧である。

ラグビーワールドカップは 1987年の第 1回大

会と 2011年第 7回大会。12年に一回イングラン
ド、スコットランド、ウェールズ、アイルラン

ドがラグビーの連合軍を組んで遠征するブリテッ

シュ＆アイリッシュライオンズツアー。1992年
と 2015年のクリケットワールドカップ。ヨット
の世界的なレースを 100年以上にわたって防衛し
てきた米国から王者を奪回しニュージーランドに

開催権を持ってきたアメリカズカップなど多くの

国際的スポーツイベントを招致して世界中から多

くの観光客が観戦に訪れこれらのスポーツイベン

トはインバウンド招致と開催都市に経済的効果を

もたらしている（Getz 2008; Barker, Page, & Meyer 
2001; Nishio 2013）。「Tourism New Zealand があげ
る 3つの分散（季節、地域、市場ポートフォリオ）
という観点からもイベントの地方開催は有効であ

る（政府観光政策担当者）」

2011 ラグビーワールドカップ後の地域観光協会
の取り組み（ワイカトのケース）

Regional Tourism Organization（地方観光協会）
はニュージーランドの北島に 15（ノースランド、
オークランド、コロマンデル、ワイカト、ベイオ

ブプレンティ、ロトルア、タウポ、ルアぺフ、タ

ラナキ、ギズボーン、ワンガヌイ、ホークスベイ、

マナワツ、ワイララパ、ウェリントン）と南島に
15（マルボロ、カイコウラ、ネルソンタスマン、
ウエストコースト、カンタベリー、テイマル、マッ

ケンジー、ワナカ、クイーンズタウン、フィヨル

表 6 ニュージーランドで開催された国際スポーツイベント
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ドランド、ワイタキ、セントラルオタゴ、ダニー

デン、クルーサ、サウスランド）あり、その地域

でマーケティングを展開している。

ここでは、2011年ラグビーワールドカップ後
にスポーツイベントを活用したハミルトン＆ワイ

カト観光協会の取り組みのケースを取り上げる。

ニュージーランド北島の人口 15万人の地方都市
のハミルトンでは、2011年、開催されたラグビー
ワールドカップのレガシー効果をうまくいかし戦

略的にスポーツイベントを招致し観光振興にいか

している。ハミルトンは、2011年ラグビーワール
ドカップの開催都市のひとつに選ばれた。日本代

表対ニュージーランド代表オールブラックス戦を

はじめとする 3試合が開催され、大会期間中に 2
万 7,000人がハミルトンを訪れ、旅行消費額は合
計 800万 NZドル（5億 6,000万円）であったが、
1人 1日あたり消費額は、国内ファンは 159NZド
ル（11,130円）であったのに対し、約半数をしめ
た海外からのファンの支出は 415NZドル（29,500
円）であった。

ラグビーワールドカップでの成功経験をもと

に、ハミルトン市の観光局であるハミルトン＆ワ

イカト観光協会では、「経済効果が認められ、そ

こに住む住民が愛着を持ち得るイベントを積極的

に招致する」というビジョンを掲げて、多くのス

ポーツイベントの招致に継続的に取り組んでいっ

た（表 7参照）。招致にあたって、ワイカト地方
への訪問客数、滞在期間、消費額の増加目標に設

定して、①効率的なガバナンス、②目的にあった

人選、③ステークホルダー（利害関係者）のコー

ディネーション、④招致のための資金確保、⑤地

域へのコミットメント、そして⑥コミュニティー

への広報の 6つを柱とする具体的な戦略を立てて、
効率的なマーケティングと観光プロモーションを

行った（地方観光協会政策担当者）。

メディアの活用と SDGs の導入
ハミルトン＆ワイカト観光協会では、スポーツ

イベント開催に対するメディアへの対応も重視し

ている。2011年ラグビーワールドカップでは大
会期間中に市内にファンゾーンを設置したほか、

トンガ、フィジーなどアイランダー系コミュニ

ティーを対象にしたイベントを開催した。メディ

アによってこれらの様子は世界中に配信され、さ

らにウェールズチームが市内を流れるワイカト川

のボートイベントに参加する様子や、ハミルトン

市の観光スポットも映像で世界に向けて紹介され

た。ハミルトン＆ワイカト観光協会のユニークな

取り組みに、地域にある世界的に有名なホビット

村を組み込んだ観光プロモーションがある。ラグ

ビーイベントでは、ホビット村に選手を集めて記

者会見を行い、ワイカトスタジアムでの記者会見

でもホビット村の絵を背景に置くといった工夫を

演出した。クリケットワールドカップの際には、

ホビット村で往年のスター選手が小学生の帽子を

かぶってクリケットを楽しむ様子を演出し、その

（有名観光地×スポーツのスター選手）映像が世

界中に配信された。
2011年のラグビーワールドカップの後、2015

年にはオーストラリアとニュージーランド共催の

クリケットワールドカップ、2017年はブリティッ
シュ＆アイリッシュライオンズツアー、ラグビー

表 7 ハミルトン＆ワイカト観光協会のイベント戦略
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リーグワールドカップ。さらにハミルトン市はセ

ブンス（七人制ラグビー）世界シリーズ の単独招
致に成功した（表 8参照）。
セブンスイベント大会担当者は、「これまでの大

会での意見を反映させて、セブンス（7分ハーフ
で 1日に 2～ 3試合プレイする）はほぼ一日中開
催の祭りの要素が強いため、アルコールを楽しめ

るゾーンと、移動遊園地を併設したキッズゾーン

を別々に作り、応援チーム以外も楽しめるスペー

スを作るなどの工夫をして対応した」。2018年 1
月の大会では、25,800人収容のワイカトスタジア
ムのチケットは 2日間とも完売。観戦者の追加支
出は 190万 NZドル（1.33億円）、イベント運営に
関しても 140万 NZドル（0.98億円）の経済価値
を創出した。また 2015年以降は国連が設定した
SDGs（持続可能な開発目標）を意識し、モバイル
アプリや QRコードチケットによるペーパーレス
化（SDGs9）、セブンスの男女同時開催（SDGs10）
やイベント時のファントレイルの促進、公共交通

機関の無料提供（SDGs11）などにも積極的に取り
組んでいる。

ラグビーワールドカップ開催前の 2010年のワ
イカト地方の外国人旅行者の年間消費額は、1.8
億 NZドル（126億円）であったのが、クリケッ
トワールドカップを招致した 2017年には、3.1億
ドル（217億円）、セブンスワールドシリーズの単
独招致に成功した 2018年には 3.6億ドル（252億
円）まで増加した（Ministry of Business, Innovation 
and Employment, 2019）。このように人口 15万人の
ハミルトンのような小都市でもラグビーワールド

カップのレガシーと観光資源を有効に活用して戦

略的にインバウンド観光を増やしている。

まとめ
本研究では、ニュージーランド政府および地方

自治体の観光政策担当者とイベント運営担当者へ

のヒアリングと文献分析をもとにニュージーラン

ドのインバウンド観光政策とワイカト地区のラグ

ビーワールドカップのイベントレガシーを活用し

たケースを取り上げた。Tourism New Zealandは、
様々な外的要因や潜在力ターゲット市場の選定と

明確な中期的目標によって戦略的にインバウンド

マーケティングを行っている。日本政府も観光を

経済政策のひとつに考え、2008年に観光庁を設立
しインバウンドでの入国者数を 2020年には 4,000
万人、2030年には 6,000万人の政策目標を設定し
ている。また日本では、2019年にアジア初のラグ
ビーワールドカップ 2019が開催され、2020年に
は東京オリンピック＆パラリンピック、2021年に
は、関西ワールドマスターズゲームズ、2025年
には大阪で EXPOが開催される。ここで紹介し考
察したニュージーランドの戦略的なインバウンド

観光マーケティングや地方開催都市でのイベント

のレガシーを利用した地方観光協会の取り組みは

今後日本の持続的な観光の発展に参考になるだろ

う。
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